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Junko Association（明治学院大学学生ＮＰＯ）が来校しました（６月２９日）ミャンマーの高校生との文通の橋渡しをしてくださって

いるこの団体の方々が、手紙の返事とともにミャンマーの報告をしに本校に来てくださいました。写真で現在の現地の情報を教えて

くだっさったり、ミャンマーの伝統的な衣装の試着をしたりと充実した会になりました。

大学生の方から丁寧に現地の報告、この団体の説明をしていただきました。 手紙と一緒にミャンマーからのプレゼントも！

何が入っているか、わくわく！ 生徒たちだけでなく国際の先生方もミャンマーの民族衣装を試着してみました！

夏休みボランティア説明会を開催しました（７月２日）本校は長期休みの前に横浜各区の社会福祉協議会やケアプラザなどの職員にお

越しいただいて、夏休みのボランティアの募集・エントリーを行っています。この日も４０名以上の生徒が説明会に参加して、熱心

にお話を聴いて早速ボランティアの申し込みをしていました。もちろん、国際の生徒も多数参加！

みんな熱心に説明を 瀬谷、保土ヶ谷、泉区 その後の説明会では、ブースごとにさらに詳しく 資料もたくさん配布。

聴いています！ 各区から職員の方が多数！ 説明をしてくださいました。 どれに参加しようかな？

おもしろ何でもチャレンジ２０１６に国際１年生がボランティアで参加しました（７月２３日）本校理科部が毎年参加しているこの催しに、

今年は国際１年の生徒が１５名ボランティアで参加しました。当日は夏休みに入ったばかりの小学生がたくさん来場し、科学の実験

教室や体験学習を行いました。国際の生徒はレクリエーション担当。子どもたちと楽しく１日を過ごしました。

ボールを投げて競う 輪投げもやってみると アクセサリー作りの 後ろに引っ張ると走り出す ほっと一息。昼食

ビンゴ なかなか難しい！ 指導をしています。 車を紙で制作 時間。お疲れ様！

チェン・ポーユーくんが台湾に帰国しました～お別れセレモニー（７月８日）

仲のよかったメンバー 多くの生徒が集まってチェン君の挨拶に耳を 担任の小野先生の質問に、

で記念撮影！ 傾けました。 はにかみながら答える姿は来日時と同じ。

去年の７月から国際の生徒と一緒に勉強してきた留学生のチェン・ポーユー君が１年の滞在を経て帰国することになりました。夏

休み直前のこの日、昼休みに２年生がそろってお別れのセレモニーを行ってチェン君との別れを惜しみました。

チェン君はサッカー部にも所属して国際以外の生徒とも広く友だちを作り、日本語もみちがえるほど上達しまし

た。きっと将来、チェン君と隼人の生徒とのこの繋がりが、よりよい日本と台湾のより友好的な関係を作ってい

くと私たちは期待しています。チェン君また会おう！


